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 参考資料３  
 

別紙１ 

特別域指定の考え方 

 

（１）河川、湖沼における特別域指定の考え方 
河川、湖沼における特別域の指定については、自然現象などにより、生物が利

用する水域の構造が変化することなどを踏まえ、法令等により、産卵場又は幼稚

仔の生育場として保護が図られている場所であり、実際にそれらの場所として調

査保全活動などにより産卵等の実態が把握されている水面のほか、恒常的に産卵

場等として重要な水域であって、実際に産卵がおこなわれていることが漁業関係

者、ＮＰＯ、行政等により確認されている水面とする。具体的な水域としては以

下のとおり。 
 
① 水産資源保護法に基づき、保護水面※に指定されている水域 
② 保護水面に設定されていない水域であっても、漁業関係者等によってこれ 
 と同等以上に産卵場又は幼稚仔の生育場として保護が図られている水域。 
③ 水深、流速、河床材料、川岸の植生などが当該魚類の産卵場等として適し 
 た条件にあり今後ともその条件が保たれうる水域。 

※ 保護水面の定義 
「保護水面」とは、水産動物が産卵し、稚魚が成育し、又は水産動植物

の種苗が発生するのに適している水面であって、その保護培養のために

必要な措置を講ずべき水面として都道府県知事又は農林水産大臣が指

定する区域をいう（水産資源保護法第１４条） 
 
なお、水産資源保護法第４条に基づき、県の規則等により設定されている「禁

止区域」については、危険の防止、漁業調整や水産資源の保護培養を目的にして

おり、必ずしも、産卵や稚魚の成育の場を保護するものではないことから、一義

的には特別域とはしないこととする。ただし、その設定の目的が水産資源の保護

培養を目的にしており、漁業関係者、行政等により産卵、生育の実態が把握され

ている場合には、①に準じた水域として取り扱う。 
 

（２）海域における特別域指定の考え方 

特別域は対象水域に生息する水生生物の産卵場又は幼稚仔の生育場として特

に保全が必要な水域である。 

海域における特別域の指定については、自然現象などにより、生物が利用する

水域の構造が変化することなどを踏まえ、法令等により、産卵場又は幼稚仔の生

育場として保護が図られている場所であり、実際にそれらの場所として調査保全
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活動などにより産卵等の実態が把握されている水面のほか、恒常的に産卵場等と

して重要な水域であって実際に産卵がおこなわれていることが、漁業関係者、Ｎ

ＰＯあるいは行政等により確認されている水面とする。具体的な水域としては以

下のとおり。 

 

① 水産資源保護法に基づき、保護水面に指定されている水域 

② 保護水面に設定されていない水域であっても、漁業関係者等によってこれ 

と同等以上に産卵場又は幼稚仔の生育場として保護が図られている水域。 

③ 地形、水質、底質及び藻などの沿岸の植生などが当該魚類の産卵場等とし 

て適した条件にあり今後ともその条件が保たれうる水域。 

 

なお、水産資源保護法第４条に基づき、県の規則等により設定されている禁止

区域については、河川湖沼の場合と同様に取り扱う。 

 

 


